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 第一章では、インドールアルカロイド生理活性二次代謝産物の生産を行う放線菌 Streptoverticillium 
blastmyceticum の代謝産物解析および、生合成研究について述べた。具体的には発ガンプロモーター活性を有する
Teleocidin の新規関連化合物の単離構造決定を行うと共に、生合成中間体の取り込み実験により Teleocidin 類の生合
成系を明らかとし、本経路を利用したバイオコンバージョンにより、新規アナログの合成に成功した。また、これら
の化合物の発ガンプロモーション活性および、構造活性相関についても記述した。 
 第二章では、耐乾燥性を有する藍藻 Nostoc commune が産生する新規抗菌性二次代謝産物 Nostfungicidine、細胞
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